グローバル・チャレンジ

ラウンド2　アンケート調査

ラウンド2　アンケート

全ての質問に回答していただいても、ご専門あるいはご興味のある分野の質問にのみご回答いただいても結構です。オンラインでご回答いただく場合には

http://acunu.org/millennium/challenges-rd2.htmlをご覧ください。（英文）
著作権は伴いません。統計分析のため☑をつけご記入ください。
主要な所属団体は

政府　　　国連あるいは他の国際機関　　　一般企業　　　NGO　　　大学　　
その他　　　

国籍　　　　　　　　　　　　男　　　女　　　

2004年度版「ステート・オブ・ザ・フューチャー」のお送り先
氏名：

所属団体：

住所：

国名：

郵便番号：

ラウンド1アンケートは3つの要素から成っていました。
1） ミレニアムプロジェクトの１５のグローバル・チャレンジに関するコメントとそのグローバル・チャレンジに関する進展の図り方。結果は2004年度版「ステート・オブ・ザ・フューチャー」に掲載されます。
2） ステート・オブ・ザ・フューチャー・インデックスの２０の変数の最良点・最悪点の予測。

3） ステート・オブ・ザ・フューチャー・インデックスの２０の変数に影響するであろう発展。今回のラウンド2アンケートではラウンド1の参加者により提案された将来の発展のみを取り扱います。

下記の表にある将来の発展についてご判断ください。以下の発展のリストはラウンド1の回答をわかりやすくし、影響の大きなものを選択したものです。ラウンド1で提案された発展の全文は2004年度版「ステート・オブ・ザ・フューチャー」に添付されるCDに掲載されます。
１の列はステート・オブ・ザ・フューチャー・インデックスの２０の変数です。

2の列はラウンド1回答より引き出された将来の発展です。

3の列に以下の尺度を使って2014年より以前にその発展が実現する可能性に関するあなたの判断を記してください。

2014年以前の可能性
５＝ほとんど確実

４＝可能性は高い
３＝おそらく実現するだろう
２＝実現しそうにない

１＝2014年以前には実現しないと断言できる

4の列は変数に対する発展の影響に関してです。発展が実現された場合の変数の変化について判断してください。影響はプラスである場合もマイナスである場合もあります。
影響
５＝非常に影響が大きい

４＝影響が大きい

３＝穏やかな影響である

２＝ほとんど影響しない

１＝影響はない

5の列は影響の時期について。当然、ある発展の変数に対する影響は他の発展のそれよりずっと早く現れるでしょう。このことを今後のステート・オブ・ザ・フューチャー・インデックスの計算に加味するため、発展が実現するとして発展の実現から変数に対する影響までの年数を見積もってください。
例として発展1.1＜使用期間の長い安価な避妊用具が広く入手可能になる＞について考えます。2014年までにこの発展が実現しそうだと思うなら、3の列に４を記入します。次に変数１＜乳幼児の死亡率＞に対する影響について。この発展が実現したとして、乳幼児の死亡率を大幅に減少させると思うなら4の列に－５を入れます。そして、発展が実現してからその影響が最大になるまで10年かかると考えるなら5の列に１０を記入するのです。
